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望
気
観
天

輸出への挑戦で明るい未来を

　

輸
出
額
が
１
兆
円
を
超
え
、い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
。

２
０
２
１
年
の
日
本
産
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
額
だ
。ひ
と
え
に
生
産

者
と
輸
出
関
係
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、政
府
が
一
体
と
な
り

進
め
て
き
た
輸
出
促
進
の
取
り
組
み
が
後
押
し
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
は
世
界
的
に
落
ち
着
き
を
見
せ
つ
つ
あ
る
が
、

ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
。か
た
や
各
地
で
地
政
学
的
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
、ウ

ク
ラ
イ
ナ
危
機
が
世
界
的
な
食
料
危
機
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。制
裁
と
対
抗

の
応
酬
は
、資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
を
も
煽あ

お

り
、国
際
社
会
に
分
断
と
対
立
の

危
機
を
深
刻
化
さ
せ
て
い
る
。国
内
で
は
元
首
相
が
凶
弾
に
倒
れ
た
。複
合
的

な
危
機
の
連
鎖
と
い
え
る
。世
界
の
政
治
経
済
は
混
沌
と
し
、求
め
ら
れ
る
の

は
法
の
支
配
に
基
づ
く
世
界
秩
序
の
回
復
だ
。

　

多
く
の
食
料
を
輸
入
に
頼
る
わ
が
国
は
、食
料
安
全
保
障
の
確
保
が
課
題

で
あ
り
、穀
物
の
国
内
備
蓄
を
増
や
す
こ
と
な
ど
が
必
要
だ
。さ
ら
に
輸
出
に

備
え
る
に
は
、供
給
体
制
を
再
構
築
し
、供
給
量
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。輸

出
拡
大
は
生
産
拡
大
と
表
裏
一
体
だ
。次
世
代
を
担
う
若
手
従
事
者
の
確
保

と
所
得
増
、外
国
人
労
働
者
の
雇
用
促
進
も
重
要
だ
ろ
う
。海
外
と
の
自
由
な

往
来
が
戻
れ
ば
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
戻
り
、日
本
の
食
の
情
報
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
発
信
さ
れ
、地
方
が
活
気
を
取
り
戻
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

い
ま
、輸
出
に
着
手
し
て
い
な
い
事
業
者
に
は
、積
極
果
敢
に
輸
出
に
挑
戦

し
て
い
た
だ
き
た
い
。「
新
た
な
市
場
の
創
造
」に
共
に
取
り
組
み
、丹
精
込
め

て
作
り
あ
げ
た
産
品
を
、海
外
の
人
々
に
対
し
共
に
紹
介
し
た
い
。リ
ア
ル
で

開
催
さ
れ
る
海
外
の
食
品
見
本
市
や
展
示
会
、商
談
会
の
活
用
が
近
道
だ
。小

売
り
や
外
食
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
活
発
化
す
る
。実
際
に
手
に
取
り
、試

す
こ
と
で
、誰
も
が
日
本
産
品
の
魅
力
を
実
感
す
る
だ
ろ
う
。

　

政
府
は
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
額
を
25
年
に
２
兆
円
、30
年
に
５
兆

円
の
目
標
を
掲
げ
る
。「
多
様
な
日
本
の
食
材
」と「
日
本
の
食
文
化
」の
魅
力

を
発
信
し
、輸
出
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、日
本
産
品
が
海
外
の
人
々
の
食
卓
に

彩
り
を
添
え
、人
々
を
笑
顔
に
す
る
と
と
も
に
、日
本
の
農
林
水
産
物
・
食
品

の
従
事
者
に
明
る
い
未
来
を
も
た
ら
す
と
確
信
す
る
。
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